
大阪大学 国際共創大学院
学位プログラム推進機構

合宿・融合研究

メンタリング（清
水・伊野・メン
ター・細一）

最終審査・RQE（清

水・原・若宮・細
一）

海外連携（若宮） 産学連携（若宮・
土屋・マハ）

講義（原・橋本・清水・
細田・マハ・メンター）

選抜・Pre‐QE（原）

 選抜（原・各研究科）

 Pre‐QE（原・各研究

科）

 返還免除の無い奨学

金：選抜、辞退（原・各

研究科）

 選抜説明会（原）

 DC授業料免除関係

 基礎論 I・Ⅱ(1)（細一、マハ、

岩崎、メンター、清水）

 創出論（外部講師）(1)(原・橋

本・細一）

 コミュニケーション（アウト

リーチ）(2) （橋本・細一）

 マシンラーニング（不開講）

 海外インターンシップ

の手続き（若宮・岩

崎）

 危機管理（若宮・岩

崎）

 英語トレ

 短期渡航

 プレインターン

 連携企業との交流（連絡
協議会）

 イノベ入門（企業インタ
ビュー(1)（土屋・細一））

 実践演習(3) （土屋・マハ）

 インターンシップ（国内企
業）（3‐）マハ

 価値創造（細一）

 マッチングイベント（若宮）

 全研究科

 修了要件チェック

（清水・細一・メン

ター）

 GPI（首藤）

 審査会アレンジ

（清水・細一）

 熟議セミナー（合宿）（1）
全員

 ローテ(1)（伊野・細一）

 融合研究（清水・細一・メ
ンター）

 研究費（清水・細一・メン
ター）

 学生メンタリング（清水・
細一・メンター）

情報科学研究科
大学院係・教務委員会

教務委員会
幹事：清水・原・若宮・伊野・土屋・橋本

メンター：小倉・首藤・谷口・荒川・安永・岡橋
細田一（教務）・マハズーン（産学）・岩崎（海外）



ヒューマンウェアイノベーション
博士課程プログラム

 尾上孝雄： プログラム責任者
 清水浩：コーディネータ・教務委員会委員長

企業連携・審査関係

尾上・井上・藤原・村田・谷田・増澤・
平岡・深川・石黒・細田耕

特任教員

細田一（教務）・マハズーン（産
学）・＊＊（海外）

赤字は連絡係
青字は縮小

ヒューマンウェアイノベーションの指導運営体制（H31‐）

HW事務局
定員：コア20名（情・生・基）、副プロ10名

（全学）、コア以外の情報10名

プログラム幹事会
尾上・清水・平岡・石黒

高度副プロ

情報科目

企画運営委員会
幹事：清水・原・若宮・伊野・土屋・橋本

委員：尾上・井上・藤原・村田・谷田・増澤・平岡・深川・石黒・細田耕
メンター：小倉・首藤・谷口・荒川・安永・岡橋

特任：細田一（教務）・マハズーン（産学）・岩崎（海外）
情報科学研究科 事務長・大学院係長



国際共創提供課目（変わりなし）

HW領域コア科目 学年 単位

HWイノベーション創出論 M1 2

HWセミナー M1 4

HW領域基礎研究 M1 6

HW融合領域研究 M2 4

HW融合領域プロジェクト研究 D1 4

HW PI融合領域プロジェクト研究 D2 4

イノベーション実践演習 D1 4

HWインターンシップ

インターンシップ（長期） D 4

インターンシップ（短期） D 2

海外インターンシップ（長期） D 4

海外インターンシップ（短期） D 2

HW価値創造実践 D 2

HW領域基礎科目

HW基礎論Ⅰ M1 2

HW基礎論Ⅱ M1 2

Practical Machine Learning M1 2

基礎工学研究科提供科目 M

情報科学研究科提供科目 M

生命機能研究科提供科目 M

HW熟議セミナー MD 2

HWラボローテーション MD 2
→専攻境界

今後：情報科学研究科での提供課目

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

→専攻境界

今後の提供課目について

・全て専攻境界

（専攻基礎部分が研究科に戻ったため）

・黒文字は副プロ提供

・黒文字はIST生は誰でも受講可

・緑文字はHW生のみが受講可

HWイノベーション入門 MD 2

研究 I a M1 2

研究 I b M1 2

演習 I M1 2

専
攻

基
礎

HWコミュニケーション MD 2

研究 II a M2 2

研究 II b M2 2

専
攻

基
礎

※情報数理のみ
研究Ia+Ib(4)の代わりに研究I(3)
研究Iia+IIb(4)の代わりに研究II(3)

現状：情報科学研究科で
の取り扱い

専攻基礎←

講義科目
（専攻基礎・専攻境界）

専攻境界←

研究 II a M2 2

研究 II b M2 2

専
攻

基
礎

インターン D 2

海外インタ D 4専
攻

基
礎

研究 I a M1 2

研究 I b M1 2

演習 I M1 2専
攻

基
礎

専攻基礎←

専攻境界←

※情報数理のみ
研究Ia+Ib(4)の代わりに研究I(3)
研究Iia+IIb(4)の代わりに研究II(3)

専攻境界←

専攻境界←

専攻境界←



国際アドバイザリ委員会
大阪大学未来戦略機構

教育研究推進部門

自己点検
委員会

広報企画
委員会

産学官連携
委員会

海外連携
委員会

リーディング
大学院選抜委員会

教務
委員会

 カリキュラムの立案

 学位審査委員会

 外部講師の招聘

 リーディング大学院選抜

の実施

 海外連携機関での面接

 Pre‐QE, R‐QEの実施

 海外機関との連携強

化

 海外インターンシップ

の手続き

 海外学生の獲得

 連携企業との交流（企

業インターンシップな

ど）

 産官からの講師招聘

 情報発信

 研究発表や国際

シンポジウムの企

画立案の指導

 本学位プログラムの

自己点検と改善、自

己評価

事務局

ヒューマンウェアイノベーション
企画運営委員会

ヒューマンウェアイノベーション
博士課程プログラム委員会

 尾上孝雄： プログラム責任者
 清水浩：プログラムコーディネーター

学生アドバイザリ委員会
公開最終発表会審査

特任教員

すべての委員会に3研究科の教員が参画

海外の大学・研究所、
国内の企業役員の有識者等

ヒューマンウェアイノベーションの指導運営体制（参考：これまで）



学長 ( 総長 )

教育担当理事

汎用力と独創性を備えた
「知のプロフェッショナル」
の育成と輩出

国際共創大学院
学位プログラム推進機構
国際共創大学院
学位プログラム推進機構

大阪大学全体への
教育効果の波及

全学対象
高度副プログラム

情報科学研究科
正規科目

リーディング大学院A
リーディング大学院Ｂ

リーディング大学院Ｃ
ヒューマンウェア
イノベーションプログラム
リーディング大学院Ｅ

卓越大学院プログラム事業

博士課程教育リーディングプログラム事業

大阪大学全体への
教育効果の波及

プログラム支援終了後の継続と発展（最終ヒアリング資料）

H30
年度～

H31
年度～

★指定国⽴⼤学としての⼤学院教育改⾰
★平成30年度国際共創⼤学院学位プログラム
推進機構を発⾜
➔社会変⾰に貢献する世界屈指のイノベーティブな
⼤学

➔社会のイノベーションを創出において活躍する博⼠
⼈材の育成

指定国立大学OUビジョン2021

第3期
中期計画

第3期
中期目標

コラボレーティブイノベーションを推進するため、学問の真髄を
極める能⼒である⾼度な専⾨知識と豊かな教養、⾼いデザイ
ン⼒を有し、社会を牽引することができる「知」を備えた⼈材を
育成する。
⾼度な専⾨知識を⾝に付けさせるため、新たな科⽬の企画と
提供科⽬の⾒直しを通じて、学位プログラムに基づく社会の
要請を踏まえた体系的なカリキュラムを全学的に刷新し、新
たに平成29年度から順次提供し、平成33年度までに完成さ
せる。

メジャー・マイナー制を取り⼊れた
分野横断的学位プログラムの
形成による⼤学院改⾰
（H30年4⽉〜）

ヒューマンウェアプログラムは
先駆的教育改⾰モデルとして継続

受講対象者
120名

受講対象者
2,100名


